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秋田県内産食品の成分調査（第 1報）

ー山菜の無機成分含有量について一
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秋山県は山菜の宝庫と言われ，昔から山菜を良く利用

してきた．現在では栄養よりも，季節的な味覚の面から

食用に供されている．このような状況の中で，山菜の成

分含有量についての報告 1~4) は少なく，県内産山菜の

無機成分については，宍戸たちl)による灰分，カルシウ

ム，リン，鉄，無水ケイ酸の成績があるのみである．山

菜は生育環境によって，その成分含有鼠はある程度沢な

るものと予想され，そのため県内の山菜の成分含有凪の

把握が必要と考えられる．

今回我々は，本県で比較的よく食べられる山菜11柾類

について無機成分含有量の調否を行なった．無機成分の

うち，栄養学的成分としてカルシウム (Ca), リン

(p).鉄 (Fe), ナトリウム (Na), カリウム

(K)' マグネ、ンウム (Mg)をとり 1こけた．またマン
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ガン (Mn), 銅（Cu), 亜鉛 (Zn) は現在必須元

素として認識されているが，鉛 (Pb), カドミウム

(Cd), ヒ素（As)と共に硲境汚染などに由来する

過剰摂取の懸念に主眼を置いて本調査を実施した．

""- 試 料

採取業者に依頼するなどして入手し，採取地の明らか

なもののみを試料とした．

採取時期は昭和57,58両年度であり，採取地は秋田県

全域にわたるように留意した．

総数は， 11種類56検体である．

Ill 
分 析 法

A.前処理

試料の可食部を採り，水洗後，細切混和し分析試料と

した．

B.測定法

水分以外の項目は硫硝酸過塩素酸分解後，次の測定法

により行なった．

水分 ：常圧加熱乾燥法

Ca, Mg:原子吸光光度法（干渉除去剤La添加）

Na, K. Fe, Mn:原子吸光光度法

Cu, Zn, Pb, Cd: DDTC~M I BK抽出，原子吸

光光度法

P:モリプデンプルーによる比色法

As: Ag・-DDC ピリジン法

w 結果及び考察

図 l 山菜採取地

種類別含有量を表 1に示す．数伯は全て湿重量当りの

値で示した．

A.栄牲成分

1. 種類別含有呈並びに一般野菜との比較

＊秋田県衛生科学研究所 ＊＊秋田県福祉保健部医務薬事課 ＊＊＊秋田県横手保健所
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表 1 山菜種類別含有量

|54

—,' 

検 9 /100 9 況g ％ μ g/g 
山菜 名 体

数 水 分 カルシウム リ ン 鉄 ナトリウム カリウム マグネシウム マンガン 銀 亜 鉛 鉛 カドミウム ヒ 素

93.03土0.74 24.50士10.5956.00土16.940.650土0.15423.33土11.94375.0土30.1 18.7土5.9 2.12土0.80 1.02士0.25 3.52土1.30 0.026士0.025 ND 0.004士0.004
ウ ド 6

92.3-94.1 11-36 35-82 0.45-0.87 13-40 330-410 12-28 1.09-3.37 0.72-1.30 1.68-4.74 ND-0.06 ND ND-0.013 

ウワバミソウ 96.07土0.67 57.67土15.2014.67土3.98 0.157土0161 20.33土9.20 318 3土70.8 22.2土66 0.93士0.24 0.20士0.04 2.15土0.87 0.031士0.0240.021士0.0160.009士0.006
6 

（ミ ズ） 95.1-96.7 37-82 10-20 0.29-0.76 11-29 220-390 15-31 0.64-1.29 0.10-0.,27 1.68-3.89 ND-0.07 ND-0.04 ND-0.018 

クサソテッ
1 85.4 35 99 0.95 1.0 380 37 4.00 3.40 3.40 0.01 0.08 0.054 

（コゴミ）

91.20土0.80 37.67土14.4368.00土9.84 0.643土0.054 2.33土1.52 343.3士57.7 18.7士4.1 3.46士2.08 1.70土0.12 7.25土0.49 0.038土0.0330.157土0.1290.062土0.103
シ オ デ 3

90.4-92.0 21-46 57-76 0.59-0.71 I 0-4.0 310-410 14-22 2.24-5.86 1.60-1.84 6.73-7.70 ND-0.07 0.05-0.30 N D-0.180 

90.48土0.54 10.75土0.95 37.75土3.20 0.415士0.109 3.25士0.95 250.0士35.6 19.5土3.6 2.82土0.83 1.43土0.08 4.76士0.28 0.041土0.0380.255士0.1930.008士0.010
ゼンマイ 4

90.1-91.3 10-12 33-40 0.32-0.57 2.0-4.0 220-290 15-24 2.27-4.06 1.35-1.53 4.41-5.09 ND-0.09 0.08-0.52 ND-0.023 

93.40土1.08 4.60土1.14 47.20士4.54 0.310土0.063 0.88土0.17 430 0土141 10.8士0.8 4.53士0.85 1.07士0.17 5.28土0.77 0.076士0.0400.028土0.0250.006士0.007
タケノコ 5

92.5-95.2 3 -6 40-52 0.25-0.43 0.6-1.0 410-440 10-12 3.10-5 31 0.79-1.22 4.22-6.35 0.02-0.12 0.01-0.07 N D-0.019 

タマプキ 91.26土0.84 49.71土9.51 73.71土18.971.297土0.30619.14土9.63 354.3土54.1 24.9土4,2 4.07土1.22 2.16土0.34 6.23土2.23 0.121土0.1740.097土0.1090.005土0.005
7 

（ホンナ） 90.1-92.4 39-61 41-93 0.92-1.70 10-39 280-440 20-33 2.82-6.00 1.84-2. 71 4.59-10.7 0.02-0.51 0.02-0.32 N D-0.014 

93.83土0.95 77.83土14.6716.17土6.20 0 150士0.05440.00土9.81 393.3士152.0 27.5士7.7 1.24土0.68 0.53土0.26 1.76士0.92 0.058士0.0460.033士0.0230.031士0.038
フ キ 6 

92.4-94.9 54-98 10-26 0.09-0.24 32-53 220-590 15-36 0.48-2.27 0.23-0.91 0.63-3.24 0.63-3.24 0.01-0.06 ND-0.099 

ミヤマイラクサ 94.83土0.24 45.33土11.1841.33土11.180.575士0.18715.30土9.72 355.0土35.0 16.8土1.7 1.27士0.39 0.62土0.25 2.78士0.83 0.027士0.0370.093土0.1710.008士0.010
6 

（アイコ） 94.6-95.3 36-63 28-61 0.37-0.82 0.8-29 320-420 15-19 0.93-1.98 0.38-1.05 2.02-4.01 N D-0.10 ND-0.44 ND-0.028 

モミジガサ 93.45土0.90 39.83土14.4839.83土6.91 0.830土0.17817.33土7.83 360.0土85.5 27.2土12.9 4.53土1.08 1.59土0.32 4.17土0,62 0.041土0.0260.212土0.3290.007土0.007
6 

（シドケ） 90.4-92 0 21-46 57-76 0.59-0.71 1.0-4.0 310-410 14-22 2.24-5.86 1.60-1.84 6.73-7.70 ND-0.07 N D-0.30 ND-0.019 

93.07土0.86 11.83士10.0641.50土11.650.428士0.044 0.82士0.46 261.7土40.7 20.2士4.7 4.66土3.08 1.40土0.28 4.18土0.49 0.030士0.0310.198士0.257 ND 
ワ ラ ビ 6

92.1-94.2 6 -32 31-63 0.35-0.50 0.4-1.6 210-330 16-26 2.15-10.5 1.08-1.84 3.72-5.07 ND-0.08 0.02-0.69 ND 

注 上段：算術平均土概準偏差

下段：最小値ー最大値

ND: Pb<0.01μ 9/ 9 Cd<0.01 μ g / g As<0.005μ g / g 



水分， Ca, P, Fe, Na, K, Mgを栄養学的成

分として，その含有量の検討を行なった．

山菜は，種類が多く可食部位も様々であり，調理法も

異なる．比較対照としての一般野菜は， H本食品標準成

分表 5) （成分表）から選んだが，山菜と同種のものはそ

のものと，また同種がない場合は可食部位や調理法が類

似しているものを選んだ．例えば「コゴミ」 （今回調査

した山菜は「 」内に示す），「シオデ」， 「ホンナ」，

「アイコ」， 「シドケ」などは成分表に収載されていな

いので，これらについては，①築茎部を食するいわゆる

草本であること，R新鮮なものをゆでて食べる方法が一

般的であること，などを名的して14種類の対照野菜を選

んだ．ただし， 「ウド」は山ウドであり，対照は軟化栽

培のウドである．また， 「タケノコ」は根曲り竹の細い

タケノコであるが，対照は別種類の太いタケノコと推定

される．

a)水分

山菜の水分は，全て85％以上で対照に選んだ野菜と同

程度であり，また，各山菜の含有量の偏差も小さかっ

た．

b) Ca 

Iゼンマイ」， 「タケノコ」， 「ワラビ」，が低く，

中でも「タケノコ」が低かった．また， ［ゼンマイ」，

「ワラビ」は対照のぜんまい，わらひと同程度であるが，

「タケノコ」は対照たけのこの½以下であった．―方，
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「フキ」は山菜中で最も高く，対照ふきの 2倍で，しゅ

んぎくの含有量に近似していた．なお， 「ゼンマイ」，

「タケノコ」の含有量の偏差は小さく，他の山菜は大き

かった．総体的に調査した山菜は，対照山菜並びに野菜

と同程度の含有傾向を示した．

c) p 

「ミズ」， 「フキ」は低く，両者とも対照のふき程度

であった．―方， 「コゴミ」の例数は 1例のみであるが

99mg％を測定した．この値は，他の山菜や対照野菜のい

ずれよりも高かった．また， 「ウド」， 「シオデ」，

「ホンナ」も幾分高い傾向にあったが， 「ウド」は対照

うどの 2倍以上の含有量であった．

d) Fe 

「フキ」の含有量は低く，対照のふき，うどと同程度

であった．また「ウド」は対照のうどより高く，アスパ

ラガス，にらと同程度であった． 「ホンナ」は他の山菜

より高く対照のみつば並みであった．

e) Na 

「コゴミ」， 「シオデ」， 「ゼンマイ」， 「タケノ

コI, 「ワラビ」は他の山菜と比較して極端に低かった

が，この傾向は，うどを除く同種の対照でも詞様であっ

た．一方，これら 5種類を除く他の山菜は比軟的高い含

有hi:で，偏差も一様に大きかった．

f) K 

山菜中の含有量は，幾分の高低はあったが， 300~
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表 2 山菜のCa/P比、 K/Na比及びMg/Ca比

400mg％付近に集中しており，含有高低差の大きいNa

とは異なっていた．平均値で最も低いのは「ゼンマイ」

の250mg％で，最も高いのは「タケノコ」の430mg％で

あった．―方，「ワラビ」は対照のわらびより低く，

「ウド」は対照のうどより高かった．なお， 「フキ」は

偏差が大きく「タケノコ」は小さかった． 「タケノコ」

は他の測定項目でも一般的に小さな偏差を示していた．

g) Mg 

Mgの対照数値は成分表に掲載されていないので菅

野2)'菊池たち4).寺岡たち20)の数値を引用した．文献

ごとにプロットし．例数が 3以上のものは筒術平均士椋

準偏差又は最小値ー最大値でホした．

我々が調壺した山菜のMg含有捐は，大部分が20~30

叩％程度であったが， 「タケノコ」は約10m9％と比較的

低かった．

2. Ca/P比， K/Na比及びMg/Ca比

最近， Ca/P比並びに K,Mgが栄捉学的に面視

22~24) されている． Ca/P比， K/Na比， Mg/

Ca比を表 2に示した．

Ca/ P比の大きいのは， 「フキ」 (5.512), 

山菜名 ウ ド ミ ズ コゴミ シオデ ゼンマイ タケノコ ホンナ フキ アイ コ シドケ ワラビ

例数
6 6 1 3 4 5 7 6 6 6 6 n 

Ca/P 0.432 4.255 0.35 0.543 0.285 0.102 0.720 5.512 1.158士0.377 1.028 0.305 
士0.158 士1.949 士0.151 土0.026 士0.033 士0.263 士2.322 士0.443 土〇．291

94.0士174.7

K/Na 20.1 19.2 380 
214.2 80.8 510.7 22.0 10.0 24.2 415.3 

士9.6 士10.2 土174.0 士19.6 士136.4 士8.9 士3.6［ n-5 ） 士11.4 士238.0
2.8士11.7

Mg/Ca 0.66 0.40 
1.06 0.53 1.83 2.50 0.51 0.37 0.39士0.09 0.70 2.28 

土0.36 士0.16 士0.13 士0.41 士0.77 士0.09 士0.14 士0.22 士0.84

備考 ※ 棄K/却Nしaた=場36合0/を0.（8の）例にが示あしりたそ。れを

lミズI (1.255), つづいて「アイコ」 (1.158), 

「ジドケ」 (1.028)であり，最も小さいのは「タケノ

コ」 (0.102)であった． K/Na比の大きいのは，

「タケノコ」， 「ワラビ」， 「コゴミJ, Iシオテ」か

平均値100.0以卜で，最も小さいのは， 「フキ」の10.0

であった． Mg/Ca比で平均値か2.00以上と高いのは

「タケノコ」， 「ワラビJであり，最も小さいのは「フ

キ」の0.37であった．山菜にみられるこれらの数値はか

なり大きな巾を有しているか， Ca/P比， K/Na比，

Mg/Ca比はいずれも一般野菜で通常みられる数仙で

あった．

栄投成分を総体的にみると，水分並びに栄礼学的成分

として取り Lけた 6瑣日の無機成分合有はは，山菜の柿

類により又は測定項目によって含有差があった。高いも

のは「フキ」のCa,Na,「ホンナ」のI)など。低いもの

は「タケノコ」のCa,「フキ」のFe,「タケノコ」，「ワ

ラビ」のNaなどであった。しかし，いずれにしてもそ

の数値は一般野菜の範凹内にあるものと考えられた。

B.重金属

重金属 Mn, Cu, Zn, Pb, Cd, Asの合有猷

の検討を行なった．比較対照には，各柿文献 2,4,6~21)の

数値を採用した．対照に選んだ一般野菜は前記栄従学的

成分の場合と同じもの，また山菜は，同柾山業の測定値

を対照とした．選んだ対照数は17種類である．ただし，

対照のうどは山うどである．また，たけのこは一部根曲

り竹のたけのこを合み，みずはあおみずを含む．
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a) Mn 
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は高かった．しかし，調査山菜の殆どが 5μg/gl以下

であり，対照と比較すると若干低いながらも同程度であっ

た．

b) Cu 

「ミズ」， 「ホンナ」， 「フキ」が0.20~0.53/.lg/

gの範囲で，一般的に低く含有していた．―方， 「コゴ

ミ」は 1例のみの測定であるが3.40μg/gと高かった．

しかし，対照のこごみは更に倍以上の数値を示してい

た．他の謁杏した山菜は殆どか1.0~2.0μg/gの範

囲内であった．

c) Zn 

Iフキ」， 「アイコ」， 「ミズ」は低い方であったが，

この 3種類は対照の同種のものと比較しても低い傾向に

あった．一方， 「シオデ」， 「ホンナ」はそれぞれ7.25

μg/g, 6.23μg/gと高かったが，対照と比較する

と特に高い数値ではなく，はうれんそう程度の含有阻で

あった．

d) Pb 

「ホンナ」以外すべての山業の平均値が0.lμg/g

以ドであった． 「ホンナ」の平均値はO.lf.lg/gを僅

かに超えているか偏差は大きかった．なお，対照,1,菜で

不検出のものも若干みられたが，調査山菜のPb含有数

伯は，対照野業のはくさい，はうれんそう等の数値と比

ベ，取り立てて高くはなかった．

e) Cd 

「ウド」は 6例すべてか不検出であった．一方， Iゼ

ンマイ」， IジドケJ, Iワラビ」， 「シオデ」か平均

値でO.lf.lg/gを超えた．なお，対照山菜の中に，せ

んまい，しおではないか，しどけ，たけのこ，ふきを除

くとすべて不検出であった．また，対照野菜では，こま

つな，はうれんそうで0.1μg/gを超えるものかあっ

た．

f) As 

「ワラヒJは 6例すべてが不検出であった． 「コゴミJ

は l例のみの測定であるか0.05/.,lg/gを超え，また

「シオテ」も平均伯で0.05/.,lg/gを超えた．対照山菜

の中に，ここみ，しおではないか，対照野菜のはくさい，

ほうれんそう，みつばで120.05/,tg/gを超えるものか

あった．今回凋杏した中で「コゴミ」， 「シオテ」に次

いで高いのは「フキ」で，その平均値は0.03μg/gで

あった．

屯金属の合有星を総体的にみると， Mn, Cu, Zn 

では不検出の例はみられなかった．これは対照山菜又は

野菜の中でも同様であった．史に，測定した含有はの数

値等をみても特沢的な突出例はなかったことから，凋西

した山菜と対照との間に大きな凡はなかったものと推察

した．
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また， Pb,Cd, Asでは，調査した山菜又は対照

の中で数例の高数値の山菜がみられた．その反面数例の

不検出もみられた．こうした事から，成育環境により高

数値での検出か又は不検出の事例は当然推察されるが，

この 3種類の金属は有害元索であるため健康上からも不

検出の方が望ましいことは言うまでもないことである．

幸い含有量は異常な高さの数値でないこと，また山菜を

食する 1回の摂取量が取り立てて多くないことから，健

康には何ら支障ないものと考察した．

V まと め

県内産の山菜11種類について無機成分12項目の測定を

行なった結果，次のような事がみられた．

1. 栄養学的成分Ca, P, Fe, Na, K, Mgの含

有量は，いずれも対照の野菜類と殆ど同じ範囲内に

あった．

2. 重金屈 Mn, Cu, Zn, Pb, Cd, Asの 含 有

量も対照の野菜類と殆ど同じ範囲内にあった．重金属

のうちPb,Cd, Asは有害元素であり，不検出で

あることが望ましいが，その含有量は低く，通常の利

用法にあっては何ら問類はないものと考察した．
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